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岩出市イメージキャラクター
そうへぃちゃん

 3 県知事選挙の投票日は11月28日㈰
4 平成21年度岩出市決算状況

 8 第13回紀州根来寺かくばん祭り

「わたしたちみんなでつくる安全・安心まちづくり」

 2 第２回 自分でできる防犯
  　　　 ワンポイントアドバイス

CONTENTS
連載企画（全４回）

岩出中学校と岩出第二中学校の屋上に太陽光発電パネル
を設置しました。
これにより、年間のCO2削減量が合計約１３ｔ見込まれ、
電気料金も年間で合計約４０万円の節減が見込まれます。
また、環境教育の教材としても活用していきます。
（写真は岩出中学校の屋上）
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連
載
企
画
（
全
４
回
）

「
わ
た
し
た
ち  

み
ん
な
で
作
る  

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
」

自
分
で
で
き
る
防
犯
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

先
月
号
で
は
、
割
れ
窓
理
論
を

軸
に
、
地
域
で
、
住
民
み
な
さ
ま

に
よ
っ
て
、
身
近
な
犯
罪
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
岩
出
市
全

体
の
犯
罪
を
減
少
さ
せ
、
犯
罪
の

な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
に
し
ま

し
ょ
う
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

　

小
さ
な
犯
罪
か
ら
減
ら
す
こ
と

を
視
点
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

 
確
実
に
施
錠
す
る

　

岩
出
市
で
発
生
す
る
街
頭
犯
罪

で
最
も
多
い
の
は
、
自
転
車
盗
で

す
。

　

自
転
車
盗
は
、
本
年
６
月
末
時

点
で
85
件
発
生
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
う
ち
無
施
錠
は
48
件
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
自
転
車
盗
は

２
０
１
件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
１
２
８
件
が
無
施
錠
で
あ
り

ま
し
た
。

　

つ
ま
り
自
転
車
盗
の
半
数
以
上

が
鍵
を
か
け
て
い
な
い
た
め
に
盗

ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
表
を
見
て
も
わ
か

る
よ
う
に
、
オ
ー
ト
バ
イ
盗
、
自

動
車
盗
で
も
鍵
を
抜
い
て
い
な
い

が
た
め
に
盗
ま
れ
た
数
は
相
当
数

あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
一
般
的
に
車
上
荒
ら
し

と
言
え
ば
、
車
内
の
カ
ー
ナ
ビ
や

カ
バ
ン
が
盗
ま
れ
る
こ
と
を
指
す

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
統
計
上
で

い
え
ば
、
車
内
に
置
い
て
い
る
も

の
、
例
え
ば
カ
バ
ン
や
財
布
、
Ｃ

Ｄ
等
が
盗
ま
れ
れ
ば
「
車
上
ね
ら

い
」
と
言
い
、
車
の
付
属
品
、
例

え
ば
カ
ー
ナ
ビ
や
カ
ー
オ
ー
デ
ィ

オ
が
盗
ま
れ
れ
ば「
部
品
ね
ら
い
」

と
言
い
ま
す
。

　

表
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か

り
ま
す
が
、
車
上
ね
ら
い
が
部
品

ね
ら
い
よ
り
も
多
く
発
生
し
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

単
純
な
比
較
と
し
て
、
車
の
中

の
付
属
品
を
盗
ま
れ
る
数
よ
り
も

車
の
中
に
置
い
て
い
た
も
の
が
被

害
に
遭
う
方
が
多
い
の
で
す
。
こ

れ
を
見
て
も
、
車
内
に
貴
重
品
を

置
か
な
い
対
策
を
取
る
こ
と
で

「
車
上
ね
ら
い
」
の
数
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
侵
入
盗
の
犯
罪
率
も

岩
出
市
は
県
下
ワ
ー
ス
ト
１
位
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
施

錠
無
し
が
３
割
か
ら
４
割
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
の
数
字
を
見
て
も
自

転
車
な
ど
の
乗
り
物
の
鍵
を
確
実

に
行
い
、
車
内
に
物
を
置
か
ず
、

家
の
施
錠
を
確
実
に
し
て
い
れ

ば
、
単
純
な
数
字
で
す
が
、

２
９
２
件
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、

本
年
６
月
ま
で
の
数
字
を
見
て
も

１
１
１
件
も
の
犯
罪
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
た
と
言
え
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
犯
罪
を
減
ら
す
と
い

う
こ
と
は
、
皆
様
方
の
ご
協
力
の

も
と
、
様
々
な
活
動
が
あ
っ
て
の

こ
と
で
す
が
、
乗
り
物
の
鍵
を
す

る
、車
の
中
に
は
物
を
置
か
な
い
、

家
の
施
錠
を
行
う
と
い
う
簡
単
に

で
き
る
こ
と
を
確
実
に
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
犯
罪
を
減
ら
す
こ
と

は
で
き
る
の
で
す
。

　

つ
ま
り
市
民
の
皆
様
に
は
、
家

族
・
地
域
ぐ
る
み
で
確
実
に
「
施

錠
」
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

第第２２回回

＜お詫びと訂正＞

先月号の連載記事の「和歌山県９市

による犯罪率等の推移」の表に誤り

がありました。和歌山市の平成22年

６月時点の人口が1,005,710となって

おりましたが、正しくは369,958です。

お詫びして訂正させていただきます。

岩出市における乗り物盗等の発生状況
21年 22年6月現在

自転車盗
総　数 201 85

無施錠またはかぎ付 128 48

オートバイ盗
総　数 80 26

無施錠またはかぎ付 19 6

自動車盗
総　数 11 2

無施錠またはかぎ付 3 1

侵入盗
総　数 87 37

無施錠またはかぎ付 37 13

車上ねらい 105 43

部品ねらい 76 24
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投票所・投票区域一覧表
投票区 投票所住所 投票所の名称 通称名 区　域

第 1 投票区 岩出市
清水386番地の12 岩出地区公民館 大町・高塚・清水・宮

第 2 投票区 岩出市
中黒52番地の2 山崎地区公民館 中黒・湯窪・金屋

畑毛（1～269・303～331）
第 3 投票区 岩出市

境谷255番地 境谷集会所 境谷

第 4 投票区 岩出市
根来535番地の2

岩出市農業構造改善
総合センター 根来地区公民館 根来（475～2278・2280～2366）

森・堀口・尼ケ辻
第 5 投票区 岩出市

押川133番地 押川集会所 押川

第 6 投票区 岩出市
水栖199番地の3 岩出市農家高齢者創作館 上岩出地区公民館 中迫（1～104・568～666）

水栖・野上野（35～546）
第 7 投票区 岩出市

山崎122番地
岩出地区水田利用再編対策研
修指導施設 船山地区公民館 船戸・山崎

第 8 投票区 岩出市
吉田382番地の44 鴨沼集会所 吉田（68～445）

第 9 投票区 岩出市
山508番地の30 山宮の浦自治会集会所 山（1～539）

相谷（120～212）
第10投票区 岩出市

西野264番地 岩出市中央公民館 西野・高瀬・備前
中島（864～918）・畑毛（270～302）

第11投票区 岩出市
荊本63番地の2 岩出市立市民総合体育館 曽屋（374～387・420～458）・川尻

荊本・中迫（105～567・667～708）
第12投票区 岩出市

紀泉台428番地 紀泉台地区公民館 原・西安上・紀泉台・安上

第13投票区 岩出市
北大池84番地の2

上岩出地区
コミュニティセンター

北大池（1～333・354～489）
南大池・東坂本・新田広芝

第14投票区 岩出市
岡田463番地 岡田集会所 岡田

溝川（1～208・271～310）
第15投票区 岩出市

金池92番地 岩出市総合保健福祉センター  i i（あいあい）センター 金池・赤垣内・波分
曽屋（1～373・388～419）

第16投票区 岩出市
西国分668番地

社会福祉法人皆楽園
在宅介護支援センター 皆楽園 溝川（209～270）

西国分
第17投票区 岩出市

中島137番地の3 中島会館 中島（1～863・919～1284）

第18投票区 岩出市
山719番地 サンホール 吉田（1～67）・山（540～1005）

相谷（1～119・213～630）
第19投票区 岩出市

桜台494番地 桜台地区公民館 根来（1～474・2279）・今中・桜台
野上野（1～34）・山田・北大池（334～353）

◇
告
示
日　

11
月
11
日
㈭

◇
投
票
日　

11
月
28
日
㈰

◇
投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

た
だ
し
、
第
３
（
境
谷
）、
第
５
（
押
川
）

投
票
所
は
、
午
後
７
時
ま
で
で
す
。

◎
投
票
で
き
る
方
は

満
20
歳
以
上
で
、
３
ヶ
月
以
上
岩
出
市
に

住
所
を
有
し
、
岩
出
市
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

具
体
的
に
は
、
平
成
２
年
11
月
29
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
22
年
８
月
10
日

以
前
に
岩
出
市
に
転
入
届
（
住
民
登
録
）

を
し
、
引
き
続
き
岩
出
市
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
で
す
。

◎
投
票
す
る
に
は

投
票
日
当
日
は
、
送
付
さ
れ
た
投
票
所
入

場
券
を
持
参
し
、
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て

い
る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
は
ず
な
の
に
、
入
場
券
が
届

か
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
な
ど
は
市

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は

仕
事
や
旅
行
な
ど
の
理
由
で
投
票
日
当
日

に
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

◇
期
間　

11
月
12
日
㈮
〜
11
月
27
日
㈯

◇
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

◇
場
所　

岩
出
市
役
所
１
階
第
１
会
議
室

◎
入
院
や
他
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
は

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
さ

れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院

等
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
施
設
で
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
の
長
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

他
市
町
村
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方
は
、
滞
在

先
の
市
町
村
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

が
、
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
時
間
を
要
し

ま
す
の
で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
早
め

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

次
の
①
又
は
②
に
該
当
す
る
方
は
、
郵
便
等

に
よ
り
自
宅
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
交
付
を
受
け
た
身
体
障
害
者
手
帳
に
、
障
害

の
程
度
が
、
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の

障
害
に
あ
っ
て
は
１
級
又
は
２
級
、
心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小

腸
の
障
害
に
あ
っ
て
は
１
級
又
は
３
級
、
免

疫
、
肝
臓
の
障
害
に
あ
っ
て
は
１
級
か
ら
３

級
ま
で
で
あ
る
者
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

②
交
付
を
受
け
た
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

に
、
要
介
護
５
で
あ
る
者
と
記
載
さ
れ
て
い

る
方

な
お
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
し
よ

う
と
す
る
場
合
は
事
前
の
登
録
が
必
要
で
あ

り
、こ
の
手
続
き
に
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
早
め
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
選
挙
公
報
は
新
聞
折
込
み
で
配
布
し
ま
す

選
挙
公
報
は
、
投
票
日
の
２
日
前
ま
で
に
新

聞
折
込
み
で
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。ま
た
、

各
公
共
施
設
に
も
用
意
し
ま
す
。

な
お
、
新
聞
を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
に

は
、
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
県
知
事

選
挙
の
投
票
日
は

 

11
月
28
日
㈰ 

で
す



4　2010.11　広報いわで

　平成21年度 一般会計および特別会計決算額

～ 用 語 説 明 ～
●実質赤字比率：福祉、教育、まちづくり等を行う地方公共団体の一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すもの。

●連結実質赤字比率：すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体としての財政運営の悪化の

度合いを示すもの。

●実質公債費比率：借入金(地方債)の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示すもの。

●将来負担比率：地方公共団体の一般会計等の借入金(地方債)や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する可

能性の度合いを示すもの。

●資金不足比率：公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化の度合いを示すもの。

　平成21年度一般会計については、歳入155億6,436万円（対前年度▲1.2％減）、歳出152億2,279
万円（対前年度▲1.4％減）となりました。各特別会計決算額については、以下のとおりです。
※平成21年度決算の詳細内容については、決算特別委員会審議後広報にて公表致します。

　平成21年度 公営企業会計決算額

歳　　入 歳　　出 差　　引
一 般 会 計 155億6,436万円 152億2,279万円 3億4,157万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 49億3,291万円 49億2,912万円 379万円

老 人 保 健 特 別 会 計 1,782万円 1,760万円 22万円

介 護 保 険 特 別 会 計 23億1,503万円 23億1,253万円 250万円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5億5,068万円 5億4,360万円 708万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 11億8,674万円 11億7,055万円 1,619万円

墓 園 事 業 特 別 会 計 5,877万円 5,877万円 0円
※特別会計とは、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区分して別個に処理するための会計のことです。
※表示金額は万円未満を四捨五入しています。

収　　入 支　　出 差　　引

水道事業会計
収益的収支 8億9,067万円 7億9,168万円 9,899万円

資本的収支 1億1,862万円 2億3,938万円 ▲1億2,076万円
※公営企業会計とは、地方公営企業法の適用を受ける企業会計のことです。岩出市では水道事業会計のことをいいます。
※表示金額は万円未満を四捨五入しています。

　平成21年度 財政健全化判断比率の状況（暫定値）
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率

岩出市 － － 10.1% 34.3% －

早期健全化基準
（経営健全化基準） （13.62%） （18.62%） （25.0%） （350.0%） （20.0%）

財政再生基準 （20.00%） （40.00%） （35.0%）

※早期健全化基準を上回ると、財政健全化計画を策定し議会の議決を得なければなりません。
　また、財政再生基準を上回った場合、財政再生計画を策定し、財政再建を目指すこととなります。
※今回報告の数値は暫定値であり、数値変更する場合もありますので、予めご了承ください。

平成21年度 岩出市決算状況
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　平成22年度 補正予算の状況
　平成22年度一般会計当初予算額は、139億1,450万円でした。上半期において1,259万円を追加し、歳入歳出それぞれ
139億2,709万円になりました。
　補正の主な内容は、社会資本整備総合交付金の交付減額による各事業費の減額、児童扶養手当の制度改正による扶助費の
追加、小・中学校準要保護の対象枠拡大による扶助費の追加、下中島畑毛線新設改良事業の前倒し施工、豪雨被害による災
害復旧事業などの事業費等です。
　平成22年度特別会計については、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、
下水道事業特別会計において補正予算を組んでいます。なお、各会計に係る補正の状況は、次のとおりです。

（歳入）
款 本年度予算額 補正額 計 構成比

1 市 税 50億6,681万円 0円 50億6,681万円 36.4%
2 地 方 譲 与 税 1億2,200万円 0円 1億2,200万円 0.9%
3 利 子 割 交 付 金 3,500万円 0円 3,500万円 0.3%
4 配 当 割 交 付 金 560万円 0円 560万円 0.0%
5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 20万円 0円 20万円 0.0%
6 地 方 消 費 税 交 付 金 3億3,400万円 0円 3億3,400万円 2.4%
7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 1,000万円 0円 1,000万円 0.1%
8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 3,700万円 0円 3,700万円 0.3%
9 地 方 特 例 交 付 金 8,200万円 0円 8,200万円 0.6%
10 地 方 交 付 税 24億6,200万円 0円 24億6,200万円 17.7%
11 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 600万円 0円 600万円 0.0%
12 分 担 金 及 び 負 担 金 8億2,317万円 332万円 8億2,649万円 5.9%
13 使 用 料 及 び 手 数 料 1億395万円 0円 1億395万円 0.7%
14 国 庫 支 出 金 22億9,914万円 ▲5,292万円 22億4,623万円 16.1%
15 県 支 出 金 10億7,965万円 12万円 10億7,977万円 7.8%
16 財 産 収 入 937万円 0円 937万円 0.1%
17 寄 附 金 0円 0円 0円 0.0%
18 繰 入 金 4億462万円 1,935万円 4億2,397万円 3.0%
19 繰 越 金 0円 0円 0円 0.0%
20 諸 収 入 1億1,359万円 4,272万円 1億5,630万円 1.1%
21 市 債 9億2,040万円 0円 9億2,040万円 6.6%

歳 入 合 計 139億1,450万円 1,259万円 139億2,709万円 100.0%
（歳出）

款 本年度予算額 補正額 計 構成比
1 議 会 費 1億4,377万円 ▲56万円 1億4,320万円 1.0%
2 総 務 費 12億6,118万円 70万円 12億6,188万円 9.1%
3 民 生 費 50億2,031万円 956万円 50億2,987万円 36.1%
4 衛 生 費 21億9,013万円 1,606万円 22億619万円 15.9%
5 農 林 業 費 2億1,665万円 1,933万円 2億3,599万円 1.7%
6 商 工 費 5,905万円 28万円 5,933万円 0.4%
7 土 木 費 16億5,187万円 ▲4,869万円 16億318万円 11.5%
8 消 防 費 8億534万円 350万円 8億883万円 5.8%
9 教 育 費 12億8,036万円 1,100万円 12億9,137万円 9.3%
10 災 害 復 旧 費 0円 141万円 141万円 0.0%
11 公 債 費 12億2,970万円 0円 12億2,970万円 8.8%
12 諸 支 出 金 614万円 0円 614万円 0.0%
13 予 備 費 5,000万円 0円 5,000万円 0.4%

歳 出 合 計 139億1,450万円 1,259万円 139億2,709万円 100.0%

一 般 会 計

特 別 会 計

公営企業会計

会　　　計　　　名 本年度予算額 補正額 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 47億7,649万円 532万円 47億8,181万円
老 人 保 健 特 別 会 計 24万円 32万円 56万円
介 護 保 険 特 別 会 計 23億5,140万円 924万円 23億6,064万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5億5,466万円 810万円 5億6,276万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 10億9,779万円 ▲3,579万円 10億6,200万円
墓 園 事 業 特 別 会 計 5,996万円 0円 5,996万円

合　　　計 88億4,054万円 ▲1,281万円 88億2,773万円

水道事業会計（収入） 本年度予算額 補正額 計
収 益 的 収 入 9億1,109万円 525万円 9億1,634万円
資 本 的 収 入 8,476万円 0円 8,476万円

合　　　計 9億9,585万円 525万円 10億110万円

水道事業会計（支出） 本年度予算額 補正額 計
収 益 的 支 出 8億3,968万円 ▲42万円 8億3,926万円
資 本 的 支 出 3億8,476万円 0円 3億8,476万円

合　　　計 12億2,444万円 ▲42万円 12億2,402万円

※表示金額は万円未満を四捨五入しています。

平成21年度 岩出市決算状況
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岩
出
市
で
は
、
下
水
道
整
備
を

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
、
県
と
紀
の
川
市
と
連
携
し

て
紀
の
川
中
流
流
域
下
水
道
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

流
域
下
水
道
事
業
と
は
、
終
末

処
理
場
（
那
賀
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

及
び
幹
に
な
る
下
水
管
（
流
域
幹

線
）
を
県
で
整
備
し
、
各
家
庭
か

ら
県
の
流
域
幹
線
ま
で
の
下
水
管

（
公
共
管
）
を
市
が
整
備
す
る
も

の
で
す
。

　

当
市
で
は
、
平
成
13
年
度
か
ら

約
１
４
９
㌶
を
第
１
期
事
業
区
域

と
し
て
着
手
し
、
平
成
17
年
度
に

は
第
２
期
事
業
区
域
と
し
て

３
０
８
㌶
に
拡
大
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
年
度
８
月
か
ら
第
３

期
事
業
区
域
と
し
て
１
７
９
㌶
を

新
た
に
定
め
、
合
計
４
８
７
㌶
と

し
て
お
り
、
今
後
も
下
水
道
整
備

の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
工
務
課

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
３
４
）

下水道事業認可区域は、浄化槽設置整備事業補助金の対象外区域となります。

下
水
道
事
業
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
す
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下水道事業認可区域は、浄化槽設置整備事業補助金の対象外区域となります。
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NNEWSEWS
IIWADEWADE

  

第
５
回

　
　

岩
出
市
文
化
祭
開
催
の
お
知
ら
せ

紀
州
根
来
寺

　

紀
州
根
来
寺
か
く
ば
ん
祭
り

は
、
多
く
の
方
に
岩
出
の
歴
史
、

根
来
寺
と
周
辺
の
歴
史
・
文
化
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
れ

を
体
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
根

来
寺
開
祖
の
「
か
く
ば
ん
上
人
」

の
お
名
前
を
い
た
だ
き
、
開
催
す

る
も
の
で
す
。

　

開
催
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
内
容

能
舞
・
民
俗
芸
能
・
鉄
砲
隊
の

演
武
な
ど
。

お
茶
席
や
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー

と
し
て
根
来
塗
・
ね
ご
ろ
山
散

策
ウ
ォ
ー
ク
・
語
り
部
ツ
ア
ー

な
ど
。

（
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
ツ
ア
ー
な

ど
は
参
加
無
料
で
す
が
、
当
日

の
申
込
が
必
要
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
観
光
協
会

　
（
岩
出
市
商
工
会
館
１
Ｆ
）

　

℡
62

７
１
０
１

か
く
ば
ん
祭
り

11
月
27
日
土

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

日 

時

根
来
寺
境
内

場 

所
第13回

◯
テ
ー
マ

　

〜
輝
か
そ
う　

文
化
の
華
〜

◯
日
程

生
涯
学
習
を
考
え
る
つ
ど
い

11
月
５
日
㈮

　
　
　

午
後
６
時
30
分
か
ら

「
波
木
基
子　

マ
リ
ン
バ
コ
ン

サ
ー
ト　

〜
マ
リ
ン
バ
で
楽
し

む
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
夕
べ
〜
」

（
式
典
）

　

11
月
６
日
㈯
午
前
９
時
か
ら

（
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
）

　

式
典
終
了
後　

午
前
10
時

（
作
品
展
示
・
芸
能
発
表
）

　

11
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

◯
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館
他

◯
問
い
合
わ
せ
先

第
５
回
文
化
祭
実
行
委
員
会
事

務
局

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
（
内
線
２
８
５
）

※
詳
し
く
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
そ

の
職
務
に
精
励
し
、
功
績
が
顕
著

で
あ
る
と
し
て
、去
る
10
月
５
日
、

和
歌
山
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

式
に
お
き
ま
し
て
、
次
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
知
事
感
謝
受
賞

　
　
　

岡
上
哲
雄
氏
（
相
谷
）

和
歌
山
県
社
会
福
祉
功
労

者
表
彰
式
で
民
生
委
員
児

童
委
員
が
表
彰
さ
れ
る
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NEWS IWADE

○
入
所
申
込
書
の
配
布
日

　

10
月
１
日
㈮
か
ら

○
配
付
場
所

　

各
市
立
保
育
所

　

私
立
し
ら
ゆ
り
保
育
園

　

私
立
さ
く
ら
保
育
園

　

私
立
岩
出
第
二
保
育
所

　

岩
出
市
役
所
福
祉
課

○
入
所
申
込
書
の
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
４
月
に
、
保
育
所

（
園
）
へ
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
及
び
現
在
保
育
所
（
園
）
へ

通
所
（
園
）
さ
れ
て
い
る
方
で
、

転
園
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み
次
の

と
お
り
受
付
を
行
い
ま
す
。

（
継
続
希
望
の
方
は
、保
育
所（
園
）

か
ら
継
続
申
込
書
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。）

○
入
所
で
き
る
の
は
、
家
庭
で
の

保
育
に
欠
け
る
児
童
で
す
。

○
入
所
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
入
所
審
査
会
で
厳
正

な
審
査
を
行
っ
て
入
所
決
定
い

た
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
希
望

の
保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
入
所
申
込
受
付
日
は
、
必
ず
入

所
予
定
児
童
と
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
保
育
所
係

　

℡
62

２
１
４
１
（
内
線
338
）

  
平
成
23
年
度 

保
育
所（
園
）入
所

　
　
　
　
〈
申
込
書
配
布
及
び
受
付
に
つ
い
て
〉

入所希望保育所（園）公私 定員 保育年齢 受付日

岩出保育所 公立 120名 １歳児～ 平成22年11月８日㈪

根来保育所 公立 210名 １歳児～ 平成22年11月９日㈫

上岩出保育所 公立 270名 １歳児～ 平成22年11月10日㈬

山 崎 保 育 所 公立 250名 １歳児～ 平成22年11月15日㈪

山崎北保育所 公立 230名 １歳児～ 平成22年11月17日㈬
（H24より民営化予定）

しらゆり保育園 私立 120名 ０歳児～ 平成22年11月18日㈭

さくら保育園 私立 150名 ０歳児～ 平成22年11月22日㈪

岩出第二保育所 私立 90名 0歳児～ 平成22年11月24日㈬

市役所２階
第４会議室 上記で申込みできない方

平成22年11月26日㈮
平成22年11月27日㈯

受付時間…午前9時～午後4時
受付場所…各保育所（園） 
　　　　※11月26日、27日は市役所第４会議室

※申込み日は、必ず入所予定のお子様ご同伴でお越しください。

平成23年度保育所入所申込受付日程表

　

去
る
10
月
11
日
（
体
育
の
日
）

大
宮
緑
地
総
合
運
動
公
園
に
お
い

て
、
第
５
回
岩
出
市
民
運
動
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
演
技
種
目
は
も
ち
ろ
ん

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
ペ
タ
ン
ク
＆
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
に
も
、
市
民

の
皆
様
方
に
多
数
ご
参
加
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 　

主
な
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔
運
動
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕

◯
地
区
対
抗
リ
レ
ー

　

優
勝　

清
水
区
チ
ー
ム

　

2
位　

中
迫
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム

　

3
位　

溝
川
６
番
地
チ
ー
ム

◯
チ
ー
ム
リ
レ
ー

　

優
勝　

サ
ッ
カ
ー
協
会
Ｂ

　

2
位　

サ
ッ
カ
ー
協
会
Ａ

　

3
位　

岩
出
ホ
ー
ク
ス

◯
小
学
校
対
抗
リ
レ
ー

　

優
勝　

山
崎
北
小
学
校

　

2
位　

上
岩
出
小
学
校

　

3
位　

山
崎
小
学
校

◯
消
防
分
団
対
抗
リ
レ
ー

　

優
勝　

第
４
分
団

◯
4
地
区
対
抗
綱
引
き

　

優
勝　

山
崎
地
区

〔
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〕

◯
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
　
　
　
　
（
参
加
人
数
44
名
）

　

優
勝　

福
田
守
・
前
島
清
子
・

　
　
　
　

佐
野
ひ
と
し

　

2
位　

宮
村
静
子
・
吉
倉
髙
重
・

　
　
　
　

大
塚
幸
子

　

3
位　

田
和
順
子
・
細
谷
小
夜

　
　
　
　

子
・
西
川
勝
美

◯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
（
参
加
人
数
95
名
）

▽
女
子
の
部

　

優
勝　

田
中
静
香

　

2
位　

時
松
順
子

　

3
位　

門
川
エ
ツ
子

▽
男
子
の
部

　

優
勝　

門
川
和
一
郎

　

2
位　

岡
本
光
雄

　

3
位　

吉
田
訓
士

  

第
５
回

　
　

岩
出
市
民
運
動
会
盛
会
に
終
わ
る

　

目
の
不
自
由
な
方
や
高
齢
の
方

向
け
に
、『
広
報
い
わ
で
』
を
朗

読
し
た
音
声
デ
ー
タ
を
、
６
月
号

か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

　
『
声
の
広
報
い
わ
で
』
と
し
て

公
開
し
て
い
る
音
声
フ
ァ
イ
ル
は

Ｍ
Ｐ
３
形
式
で
、各
月
号
ご
と
に
、

フ
ァ
イ
ル
を
そ
の
ま
ま
ク
リ
ッ

ク
、
あ
る
い
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
再
生
で
き
ま
す
。

※
『
広
報
い
わ
で
』
の
全
て
の
記

事
を
朗
読
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
９
）

広
報
い
わ
で
の
音
声

デ
ー
タ
を
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
配
信
中
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NEWS IWADE

　

小
中
学
校
に
お
い
て
、
県
下
一

斉
に
11
月
を
学
校
開
放
月
間
と
定

め
、
授
業
や
学
校
行
事
等
を
公
開

す
る
と
と
も
に
、
学
校
の
教
育
活

動
を
説
明
す
る
機
会
と
し
、
保
護

者
や
地
域
の
人
々
が
学
校
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
、
地
域
ぐ
る
み

で
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
機
運
を

高
め
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　

左
記
の
日
程
で
学
校
開
放
を
行

い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
々
の
ご
来
校
を
お
持
ち
し
て

い
ま
す
。

○
岩
出
小
学
校

•
授
業
公
開

　

11
月
2
日
㈫

　
　

8
時
45
分
〜
15
時
20
分

•
授
業
参
観

　
　

13
時
40
分
〜
14
時
25
分

•
学
級
懇
談
会

　
　

14
時
35
分
〜
16
時
00
分

•
創
立
１
２
５
周
年
記
念
式
典

　
　

11
月
14
日
㈰

　
　
　

９
時
30
分
〜

•
岩
小
祭
り

　
　

11
月
24
日
㈬

　
　
　

13
時
00
分
〜
14
時
30
分

○
山
崎
小
学
校

•
授
業
参
観

　

11
月
12
日
㈮

　
　

9
時
30
分
〜
11
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　

低
学
年

　
　

9
時
30
分
〜
10
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　

高
学
年

　
　

13
時
30
分
〜
14
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　

高
学
年

•
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　

11
月
12
日
（
金
）

　
　

10
時
30
分
〜
12
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　
　

高
学
年

　
　

13
時
30
分
〜
15
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　
　

低
学
年

○
山
崎
北
小
学
校

•
授
業
公
開

　

11
月
1
日
㈪
・
5
日
㈮

　
　

8
時
30
分
〜
15
時
20
分

•
授
業
参
観
・
懇
談
会

　

11
月
2
日
㈫

　
　

13
時
40
分
〜
15
時
30
分

•
山
北
学
園
祭

　
　

11
月
28
日
㈰

　
　
　

11
時
00
分
〜
15
時
00
分

○
根
来
小
学
校

•
親
子
祭

　
「
根
來
へ
よ
っ
と
い
デ
ー
」

　

10
月
23
日
㈯

　
　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

•
授
業
公
開

　
　

11
月
1
日
㈪
〜
5
日
㈮

•
授
業
参
観
・
懇
談
会

　
　

11
月
2
日
㈫

　
　
　

13
時
40
分
〜
15
時
50
分

○
上
岩
出
小
学
校

•
創
立
１
２
５
周
年
記
念
式
典

　

10
月
12
日
㈫

　
　

13
時
30
分
〜

•
上
小
ふ
れ
あ
い
祭
り

　

11
月
6
日
㈯

　
　

11
時
00
分
〜
14
時
00
分

•
授
業
公
開

　

11
月
15
日
㈪
16
日
㈫

　
　

8
時
30
分
〜
15
時
15
分

•
授
業
参
観
・
懇
談
会

　

11
月
16
日
㈫

　
　

13
時
35
分
〜
15
時
15
分

○
中
央
小
学
校

•
土
曜
お
も
し
ろ
教
室　

　

11
月
6
日
㈯

　
　

9
時
30
分
〜
11
時
00
分

•
授
業
公
開
・
講
演
会

　

11
月
9
日
㈫

　
　

13
時
40
分
〜
16
時
00
分

○
岩
出
中
学
校

•
授
業
・
部
活
動
公
開

　

11
月
1
日
㈪
〜
30
日
㈫

•
岩
中
リ
フ
ォ
ー
ム
大
作
戦

　

11
月
7
日
㈰

　
　

9
時
00
分
〜
11
時
00
分

•
授
業
参
観
（
１
・
２
年
）

　

11
月
10
日
㈬

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

•
３
年
進
路
説
明
会

　
　

13
時
45
分
〜
15
時
15
分

•
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
「
山
彦
も
の
が
た
り
」
観
劇
会

　

11
月
11
日
㈭

　
　

13
時
30
分
開
演

•
総
合
文
化
祭

　

11
月
18
日
㈭

　
　

9
時
00
分
〜
14
時
30
分

○
岩
出
第
二
中
学
校

•
感
動
祭

　

11
月
1
日
㈪

　
　

9
時
00
分
〜
15
時
35
分

•
授
業
公
開

　

11
月
２
日
㈫

　

11
月
４
日
㈭

　

11
月
５
日
㈮

　
　

10
時
45
分
〜

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
公
開
は
16
時

30
分
ま
で

•
授
業
参
観
（
１
・
２
年
）

　

11
月
5
日
㈮

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

•
３
年
進
路
説
明
会

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

※
詳
細
は
各
学
校
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
様
の
教
育
に
対
す
る

関
心
と
理
解
を
一
層
深
め
、学
校
、

家
庭
及
び
地
域
社
会
が
連
携
し
て

次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
て
、
市

民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
自
ら
学
び
あ
え
る
土
壌

を
育
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
岩

出
市
学
び
の
日
・
学
び
月
間
を
設

け
ま
し
た
。

●
岩
出
市
学
び
の
日

　

11
月
第
1
土
曜
日

●
岩
出
市
学
び
月
間

　

11
月
1
日
か
ら
11
月
30
日

平
成
22
年
度
「
学
校
開
放
月
間
」

今
年
度
よ
り
「
岩
出
市

学
び
の
日
・
学
び
月
間
」

を
制
定
し
ま
し
た

耐震診断
▲新潟県中越沖地震

問い合わせ先　岩出市役所 都市計画課　 ℡62-2141（内線223～225）

※設計・改修に対しての補助制度もあります。くわしくはお問い合わせください。
昭和56年5月31日以前に建築された木造住宅限定

を受けませんか？無料で
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NEWS IWADE

―
人
権
に
つ
い
て
一
緒
に

　
　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
―

　

〜
月
間
の
趣
旨
〜

　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で

あ
り
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り

は
、
最
も
根
本
的
な
課
題
で
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
を
築
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と

り
が
人
権
の
主
体
者
と
し
て
、
自

ら
の
人
権
や
他
者
の
人
権
を
尊
重

し
、
さ
ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
権

問
題
を
自
分
の
課
題
と
し
て
捉
え
、

そ
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
「
人
権
を
考
え
る

強
調
月
間
」
に
、
す
べ
て
の
人
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
に

向
け
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の

課
題
と
し
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
、

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

「
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い
」
の
開
催

や
街
頭
啓
発
活
動
等
を
重
点
的
・

集
中
的
に
展
開
し
ま
す
。
人
権
啓

発
推
進
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、

そ
の
他
の
関
係
機
関
・
団
体
等
の

連
携
・
協
力
の
も
と
総
合
的
な
人

権
啓
発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

〜
月
間
の
趣
旨
〜

　

同
和
問
題
の
解
決
は
、
す
べ
て

の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明

る
く
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
築
く

た
め
に
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
問
題

解
決
の
た
め
の
取
組
が
営
々
と
行

わ
れ
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、残
念
な
が
ら
、

同
和
問
題
は
完
全
に
解
決
し
た
と

は
言
え
ず
、
今
な
お
差
別
に
苦
し

む
人
々
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、

一
日
も
早
い
同
和
問
題
の
解
決
を

め
ざ
す
た
め
に
、「
人
権
を
考
え

る
強
調
月
間
」
に
よ
る
取
組
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
効
果
的
な
啓

発
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、
差
別

が
あ
る
限
り
そ
の
解
決
に
向
け
た

取
組
を
続
け
る
と
い
う
決
意
の
も

と
、
同
和
運
動
推
進
月
間
に
関
係

機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
を
密
に

し
、
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
集
中

的
に
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

  
11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
は

  　
「
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
」
で
す

  

11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
は

  　
「
同
和
運
動
推
進
月
間
」
で
す

  

自
治
会
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

【
自
治
会
と
は
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
身

近
な
問
題
を
協
働
で
解
決
し
、
会

員
相
互
の
親
睦
を
図
り
な
が
ら
、

住
み
よ
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
活
動
す
る
自
主
的
な
団

体
で
す
。

【
自
治
会
活
動
に
つ
い
て
】

　

地
域
の
祭
り
や
・
親
睦
行
事
活

動
等
の
自
治
会
活
動
に
参
加
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
皆
様
の
交
流
の

輪
が
広
が
り
、
地
域
の
情
報
も
多

く
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
防
災

や
防
犯
、
生
活
環
境
等
の
面
に
お

い
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。

※
自
治
会
は
、
地
域
の
自
主
組
織

で
あ
り
活
動
内
容
は
組
織
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
自
治
会
を
組
織
す
る
と
市
の
補

助
制
度
が
活
用
で
き
ま
す
。】

　

一
例
と
し
て
、
振
興
助
成
金
や

集
会
所
新
築
補
助
等
の
補
助
制
度

が
あ
り
ま
す
。

【
自
治
会
を
作
る
に
は
】

　

新
し
く
宅
地
開
発
さ
れ
て
自
治

会
が
出
来
て
い
な
い
場
合
や
、
お

住
ま
い
の
近
く
の
自
治
会
へ
の
加

入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
市

役
所
総
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

住
み
よ
い
豊
か
で
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
自

治
会
へ
積
極
的
に
加
入
願
い
ま

す
。

◯
自
治
会
加
入
等
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先

　
　

総
務
部
総
務
課
総
務
係

　
　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
１
２
６

  

平
成
22
年

　
　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

◯
期
間

11
月
９
日
㈫
〜
11
月
15
日
㈪
ま

で
の
７
日
間

◯
目
的

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る

と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◯
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

―
 

３
つ
の
習
慣 ―

•
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

•
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

•
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

　

―
 

４
つ
の
対
策 ―

•
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

•
家
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
、
防
災
品
を
使
用
す

る
。

•
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

•
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

 『「
消
し
た
か
な
」 

 　
　
　
　

あ
な
た
を
守
る
合
言
葉
』
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【問い合わせ先】
税務課…………………………TEL.62-2141 ㈹
市民税係………………………内線 141 ～ 144
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
納税係…………………………内線 151 ～ 153

『建物滅失届』
　固定資産税の対象となる家屋は、毎年１月
１日現在に存在する家屋であり、原則として
所有している人に課税されます。
　年の途中に家屋を取り壊した場合は、翌年
度から課税の対象となりませんので、『建物
滅失届』を提出していただきますよう、お知
らせいたします。
　詳しくは、税務課固定資産税係までお問い
合わせください。

　病気・災害等の特別な事情により、市税を
やむを得ず納期限までに納められない場合
は、放置することなく、税務課納税係までご
相談ください。
　また、毎月１回、午後８時まで納税相談を
実施していますので、仕事等の都合上、日中
に市税の納税相談が困難な方は、ぜひご利用
ください。

税務課納税相談窓口

11月の夜間納税相談日は、18日㈭です。
なお、来月（12月）の夜間納税相談日は、16日㈭です

和歌山県では、平成23年度課税から
個人住民税の特別徴収を徹底します

毎年5月31日までに特別徴収義務者に対して「特別徴収税額決定通知書」をお送りしま
すので、その税額を毎月の給料から徴収し、翌月の10日までに各従業員の住所地の市町
村へ、市町村ごとの合算額を納入してください。

従業員（給与所得者）にとって
　○毎月、給与から徴収されるため、納め忘れがありません。
　○一人ひとりが毎期ごとに金融機関に出向く必要がありません。
　○１年分の税額を12回に分けるため、１回あたりの納付額が少なくなります。（普通徴収は年４回）

給与支払者（特別徴収義務者）にとって
○所得税と違い、税額は、前年の所得（給与支払報告書等）に基づいて、各市町村で計算し通知し
ますので、税額計算や年末調整の必要がありません。

個人住民税の特別徴収のしくみ

個人住民税の特別徴収のメリット等
【納期の特例】従業員が常時10名未満の事業者は、申請により年12回の納期を年2回とすることもできます。

～イメージ～（夫婦と子供２人の世帯で給与収入が500万円、個人住民税が144,000円とした場合）

市役所・町役場 事業者 給与所得者❶ 給与支払報告書の提出
　　（1月31日まで）

❸ 特別徴収税額の通知
　　（5月31日まで）

❹ 給与の支払いの際、
　 税額を徴収
6月から翌年の5月まで
毎月の給料支給日

❷ 税額の計算
❸ 特別徴収税額の通知
　　（5月31日まで）

❺ 税額の納入
　　（翌月10日まで） （ ）

④ 36,000円

③ 36,000円

② 36,000円

① 36,000円

（普通徴収） （特別徴収）

⑫ 12,000円
⑪ 12,000円

③ 12,000円
② 12,000円
① 12,000円

…
…
…
…
…
…
…

個人住民税額　144,000円

納付する回数が普通徴収では年4回ですが、特別徴
収では年12回となるため、1回当たりの納付額だけ
を比較すると特別徴収の方が普通徴収よりも少なく
なります。

12,000円－36,000円＝△24,000円
特別徴収 普通徴収

11月11日㈭から11月17日㈬は「税を考える週間」です



13 広報いわで　2010.11

開 催 日 時 開 催 場 所 対　象　者

平成22年11月24日㈬
午後１時30分から
午後３時30分まで

かつらぎ総合文化会館
（かつらぎ町丁ノ町 2454）

橋本市、伊都郡の方

平成22年11月26日㈮
午後１時30分から
午後３時30分まで

岩出市立市民総合体育館
（岩出市荊本 63-2）

紀の川市、岩出市の方

※各説明会場を地域でご案内しておりますが、いずれかご都合の良い会場に出席していただいても構いません。

【お問い合わせ】粉河税務署　☎0736-73-3301㈹／粉河納税協会　☎0736-73-2466

年末調整説明会のご案内
　平成22年分の年末調整の仕方、法定調書等の作成方法についての説明会を以下のとおり開催
いたしますので、ご案内申し上げます。
　なお、説明会では、平成22年度税制改正事項をはじめ、国税電子申告・納税システム（e-Tax）
の概要等についても説明いたします。

ご利用の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。

地方税ポータルシステム（eLTAX）機器等の全面入替えに伴う

サービス一時停止のお知らせ

11月26日以降、次のとおりとなります

●停止するサービス
eLTAXに関するすべてのサービスがご利用いただけません
「利用届出」「電子申告」「電子納税」「電子申請・届出」など

●サービス停止期間

●特 記 事 項

停止期間  平成22年11月18日（木）～11月25日（木）
11月26日（金）は、８時30分から通常どおりご利用いただけます

■eLTAXをご利用いただける時間が１時間延長され、8:30～21:00 になります
■Windows 7 と Internet Explorer 8 がご利用いただけます

eLTAXをご利用いただけるパソコンの主な環境は以下のとおりです
■Windows XP（SP3）／Vista（SP2）／7　■ Internet Explorer7／8（左記以外の環境では動作保証をしていません）

※eLTAX（地方税ポータルシステム）とは、地方税における手続きを、インターネットを利用して電子的に行うシステムです。
※eLTAXは、運用開始後５年が経過し、ハードウェア機器の耐用年数の問題や、電子申告等のサービス利用件数の増加に対応するため、
　機器等の全面入替え作業を平成22年11月まで実施しています。

社団法人地方税電子化協議会
エルタックスサポートデスク（０５７０－０８１４５９）（全国どこからでも市内通話料金でご利用できます）

利用時間：午前８時30分～午後８時　※土日祝、年末年始（12月29日～１月３日）を除く

税務課からのお知らせ
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保険年金課保険年金課
からのからのお知らせお知らせ
【問い合わせ先】
　保険年金課…………………TEL.62-2141 ㈹
　　国保・年金係……………内線 192・193
　　介護保険係………………内線 189・198
　　保健医療係………………内線 167・183

栄養改善教室参加者を募集します

平成22年度

の納期限は11月30日㈫です。
期日に遅れないようにお納めく
ださい。
便利で確実な口座振替制度をご
利用ください。

●国民健康保険税
　　第６期
●後期高齢者医療保険料
　　第５期
●第１号被保険者（65歳以上）
　介護保険料普通徴収
　　第６期

 納税相談
　病気・災害等の特別な事情に

より、国保税の納税が困難な場

合は、国保・年金係まで納税相

談にお越しください。

　また、第２・第４木曜日（祝祭

日は除く）は、午後８時まで納

税相談を実施していますので、

仕事等の都合上、日中に国保税

の納付や納税相談が困難な方

は、ぜひご利用ください。

11月の夜間納税相談日
11日㈭・25日㈭

　「食べること」は、日常生活において欠かせないものであり、楽しみ

や生きがいにつながります。おいしく楽しくバランスよく食べること

が大切です。

　岩出市では、介護予防事業として、栄養状態の改善及び低栄養状態

を予防するための教室を開催しますので、是非ご参加ください。

募集定員

申し込み及び問い合わせ先 介護保険係

国保税の納め忘れはありませんか
　国民健康保険は、病気やけがなどに備え、みなさんの健康を守るた

めの相互扶助の制度です。国保税は、この制度を健全に運営するため

のもので、みなさんに公平に負担をお願いしています。そのために滞

納が続いた場合には、次のような措置をとらせていただきます。

　災害その他特別の事情がないにもかかわらず、納期限から一年を経

過しても納付されない場合は、「資格証明書」の交付を行ないます。

１、保険証が交付される場合と同様に国保税は、課税されます。

２、医療費の全額を自費で支払うことになります。後日申請に基づき

国保から給付割合に応じて払い戻しを受けることになります。ただ

し、保険給付の全額又は一部を差し止めることがあります。

○納付が困難な場合は、保険年金課国保・年金係まで納税相談にお越

しください。

「資格証明書」の交付を受けると

20名（応募者多数の場合は先着順になります。）

対 象 者 岩出市に住民登録されている要支援・要介護認定
を受けていない65歳以上の方

内　　容 栄養改善について講義及び栄養指導

日　　時 平成22年11月30日㈫から平成22年12月21日㈫
までの毎週火曜日（計４回）
午前10時から正午まで

場　　所 岩出市総合保健福祉センター　３階　視聴覚室

受付期間 平成22年11月1日㈪から平成22年11月12日㈮
（但し、土・日・祝日は除く）
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保険年金課からのお知らせ

　老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得として

所得税の課税対象とされています。（障害年金・遺族年

金は課税されません。）

　課税対象となる受給者には毎年11月上旬に日本年金

機構から扶養親族等申告書が送付されますので、提出

期限までに必ず提出してください。

　この申告により、翌年中に受けられる年金に係る所

得税の源泉徴収税額が決まります。

　もし提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税

の源泉徴収税額が多くなる場合がありますのでご注意

ください。

　なお、年金以外に収入がある方は確定申告が必要です。

問い合わせ先
和歌山東年金事務所（０７３-４７４-１８４１）
または、国保・年金係まで

国民年金加入者のみなさんへ
『社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書』が送付されます

年金受給者のみなさんへ

「扶養親族等申告書」
は期限までに提出しましょう

平成23年分「扶養親族等申告書」が送付される方

年　齢
65歳未満 金額が108万円以上

65歳以上 金額が158万円以上

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税や市民税

の社会保険料控除の対象となります。その年の１月１

日から12月31日までに納付した保険料が対象です。

　年末調整や確定申告で、社会保険料控除の適用を受

けるためには、納付（納付見込みを含む）した国民年

金保険料の額を証明する書類の添付が必要です。

このため、このことを証明する書類として「社会保険

料（国民年金保険料）控除証明書」が、11月に日本年

金機構から送付されます。

（※平成22年10月１日から12月31日までの間に初めて

納付された方には、平成23年１月下旬に送付されま

す。）

　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合で

も、ご本人の社会保険料控除に含めることができます

ので、ご家族宛に送付された控除証明書を添付のうえ

年末調整または、確定申告を行ってください。

問い合わせ先
和歌山東年金事務所（０７３-４７４-１８４１）
または、国保・年金係まで

後期高齢者健康診査（健診）を受けてみませんか
申し込みを忘れている方も随時申し込みが出来ます
この健診は、糖尿病等の生活習慣病を早期に発見するために実施するものです。

問い合わせ先 保健医療係

誕生月の前月末までに健診を受けられた方は、申し込みはできません。
誕生日で75歳になる方は、和歌山県後期高齢者医療広域連合から申請はがきが届きます。

問診、身体計測、診察、血圧測定、血液化学検査、肝機能検査、血糖検査、尿検査、
※心電図検査、　※眼底検査、　※貧血検査
※印の項目は、医師が必要と認めた場合（血圧の結果等により）実施されます。

医療保険者（実施者） 対象者 実施期間 自己負担額

和歌山県後期高齢者医療広域連合 後期高齢者医療保険に加入されている方 ８月～翌年２月末 600円

　健 診 内 容

　今年度75歳以上の方
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生生活活環環境境
ののページページ
【問い合わせ先】
　生活環境課…………………TEL.62-2141 ㈹

（内線 185・186）
　クリーンセンター…………TEL.62-0814

　この取り組みは、私たちのライフ

スタイルを見直し、マイバックの持

参を促進することで、ごみの減量化・

二酸化炭素の排出量の削減につなが

ることになり、地球温暖化防止を図

るものです。　

　住民の皆様には、マイバックの利

用とレジ袋削減にご協力いただきま

すよう、よろしくお願いします。

　詳しくは、わかやまノーレジ袋推

進協議会までお問い合わせください。

　℡ 073-441-2696

地

球温
暖化対策

シリーズ  30回目

マイバッグを
　  持参しましょう

　市では収集できない廃棄物
（粗大ごみとして収集すること
ができないもの等）を、岩出
市民総合体育館に各自お持ち
くだされば、有料で回収する
という機会を12月12日㈰に
設けます。
　なお、実施内容等詳細につ
いては、広報いわで12月号に
掲載します。

一般家庭から出るごみ
で市で収集できないご
みの有料回収をします

　ごみを河川、堤防、道路などに捨てた場合には、廃棄物の処理
及び清掃に関する法律により処罰されます。
　ポイ捨てや不法投棄は、環境汚染をまねくなど多くの皆さんに
多大な迷惑となりますので、こうした社会のルールやマナーに反
する行為はやめましょう！
ごみを出す場合、きちんと分別し、不適切なごみが混ざっていな
いか確かめ、市の指定袋に入れ、収集日に決められた集積場所に
出しましょう。

ごみの不法投棄禁止!

　空き地等に雑草が繁茂しま
すと、住環境や健康に悪影響
を及ぼしますので、空き地の
所有（管理）者は、周辺に迷
惑がかからないように責任を
持って雑草除去を行なわれる
よう、ご協力をお願いします

空き地等の雑草
除去のお願い

　岩出市では、家庭から排出されるごみの減量化及び堆肥化によ
る資源の再利用（リサイクル）を図るため、生ごみ処理容器につ
いて購入価格の２分の１を補助しています。
　生ごみ処理容器（Ａ）タイプ15基、（Ｂ）タイプ10基の補助枠
がありますので、ご希望の方は、印鑑をご持参のうえ、生活環境
課までお越しください。
　なお、電話での申し込み受付はできませんのでご了承ください。

生ごみ処理容器購入を補助します

品　　　名 価　格 補助額 個人負担額
生ごみ処理容器

A
直径65㎝×高さ69.2㎝

6,825円 3,412円 3,413円

生ごみ処理容器
B

直径30.5㎝×高さ42.5㎝
5,250円 2,625円 2,625円

（※上記金額には、消費税を含みます。）
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生活環境のページ

クリーンセンターからお知らせ

11月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線 東側 地域 11月３日・17日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線 西側 地域 11月10日・24日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）
◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）
◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。
◉事業系ごみについては、土曜日は搬入できません。

　岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証
等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様方のご理解と
ご協力をお願いいたします。

クリーンセンター内では、改修・修繕工事が行われていますので、通行には十分注意してください。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
また、搬入された一般廃棄物が事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場合は、住宅地図
による排出先の確認にご協力ください。

　岩出市が行っている資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」にはポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等
のプラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り扱いますので、資源ごみとして排出
されないようにお願いします。

＊クリーンセンターには、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折して下さい。（交差点に注意）

　　
【ごみの搬入時間は】　

・月～金／午前 8時 30分～正午まで（午前中）
　　　　　　　　　　　　・土曜日／午前 8時 30分～午後３時まで

浄化槽を使用されているご家庭の方へ!!
　浄化槽が故障していたり、正しい管理が行われて
いないと、近所の方々に迷惑をかけるばかりでなく、
河川や生活環境の汚染にもつながります。　　
　お宅の浄化槽は大丈夫でしょうか？定期的に保守
点検、法定検査、清掃を行い適正な管理につとめま
しょう。
◎保守点検とは
　浄化槽の管理者は、浄化槽の機能が正しく働き、
放流水が基準内で流されるよう、定期的に保守点検
を行うことが法律で義務づけられおり、検査結果を
市に提出していただく必要があります。保守点検は
専門の登録業者に委託しましょう。
◎法定検査とは
　浄化槽の管理者は、毎年一回（新たに設置、又は
構造及び規模を変更した浄化槽については、使用開

始後３ヶ月経過した日から５ヶ月の間に一回）水質
に関する検査を受けることが法律で義務づけられて
おり、検査結果を市に提出していただく必要があり
ます。
　検査は、和歌山県水質保全センター（０７３
４３２ ６４３３）に申し込んでください。
◎清掃とは
　浄化槽を一定期間使用していると、汚泥・スカム
がたまり、放っておくと浄化する能力が低下し、水
域が汚濁されて、周囲に迷惑をかけますので、清掃
をすることが法律で義務づけられています。浄化槽
の清掃は、毎年一回しなければなりませんので、市
許可業者において実施しましょう。

※スカム（浮遊している汚泥）
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【問い合わせ先】

総合保健福祉センター 保健推進課

℡61-2400
電話のかけ間違いにご注意ください。

保保健健推推進進だだよよりり

　今年は、今のところ昨年のような新型インフルエ

ンザの大流行はみられていませんが、油断は禁物で

す。バランス良い食生活や十分な睡眠を心がけると

ともに、外出後の手洗い、うがいの励行や予防接種

などにより予防を心がけましょう。

　インフルエンザワクチン接種を受けられる方、ま

たはすでに受けられた方で、次に該当される方は、

接種費用負担が軽減されますので申請ください。

　生活保護世帯及び住民税非課税世帯の方

　　　　　　

　全額免除

※医療機関窓口で提示していただく書類

○生活保護世帯（65歳未満の方）

「生活保護受給証明書」(発行窓口＝市役所福祉課)

＊認印をご持参ください。なお、65歳以上で生活

保護を受けられている方は、予診票だけご持参く

ださい。

○住民税非課税世帯

「新型インフルエンザ予防接種助成証明書」（発行

窓口：総合保健福祉センター保健推進課）＊認印を

ご持参ください。

※上記証明書交付申請書受付時間

平日午前８時45分～午後５時30分

（ただし、土曜・日曜・祝日・年末年始を除く。）

　交付申請のできる方は、原則として本人もしくは

同一世帯の方に限ります。また本人であることを確

認できるものをご持参ください。

　なお、すでにワクチンを接種された方で軽減の対

象となる方は、領収書及び接種済証・印鑑・預金通帳

等口座番号のわかるものをご持参の上、平成23年4

月10日までに総合保健福祉センター保健推進課まで

申請してください。

那賀休日急患診療所夜間診療
場　　所：那賀休日急患診療所（TEL０７３６-７７-６４１０）
　　　　　紀の川市東大井350番地
期　　間：平成22年11月20日㈯から平成23年2月20日㈰まで
診療時間：土曜日、日曜日、祭日及び年末年始（12月29日～ 1月3日）
　　　　　の午後8時から午後10時まで
診 療 科：内　科
　　　　　（小児科については和歌山市夜間・休日応急センターで対応します。）

インフルエンザワクチン接種費
用の負担軽減が受けられます

　平成17年５月30日から日本脳炎ワクチン接種の積

極的な接種勧奨が差し控えられていたので、１期に

おける３回の接種を受けられなかったお子さんに接

種機会が確保されました。

　ただし、第１期と第２期の狭間の年齢である７歳

６か月から９歳未満のお子さんは定期接種の対象外

になります。

※過去に１～２回接種を受けたお子さんは、１期（初

回２回、追加１回）の不足分（１～２回）を、７

歳６か月まで及び、９歳～ 13歳未満の年齢のとき

に６日以上の間隔をおいて接種できます。

※１期を全く受けていない場合は、９歳～ 13歳未満

の年齢のときに６日から28日までの間隔をおいて

１期初回（２回）を接種し、おおむね１年経過し

た時期に１期追加（１回）を接種できます。

※７歳６か月を超え、９歳未満のお子さんは、今後、

９歳～ 13歳未満の間に接種できます。

日本脳炎予防接種が
　　　　　  再開されました

平成22年度負担軽減対象者

減免額
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平成22年 11月 平成22年 12月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
29日㈪

㍻ 22 年 7 月生まれ
20日㈪

㍻ 22 年 8 月生まれ 13:00 ～ 13:15
総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

30日㈫ 21日㈫

7か月児
16日㈫

㍻ 22 年 4 月生まれ
14日㈫

㍻ 22 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:15
17日㈬ 15日㈬

1歳8か月児
9日㈫

㍻ 21 年 3 月生まれ
7日㈫

㍻ 21 年 4 月生まれ 13:00 ～ 13:15
10日㈬ 8日㈬

3歳6か月児
12日㈮

㍻ 19 年 4 月生まれ
10日㈮

㍻ 19 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:30
19日㈮ 17日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
9日㈫

㍻21年12月生まれ
7日㈫

㍻ 22 年 1 月生まれ 9:00 ～ 9:30
10日㈬ 8日㈬

2歳6か月児
12日㈮

㍻ 20 年 4 月生まれ
10日㈮

㍻ 20 年 5 月生まれ 9:00 ～ 9:30
19日㈮ 17日㈮

パパママ教室
（妊婦教室） 24日㈬

妊婦体操
産後のうつ予防
新生児期の赤ちゃんについて

13日㈪
ママの体操
赤ちゃん体操
（産婦・生後１か月～４か月
までの赤ちゃんが対象です。）

受付 9:45～10:00

（予約制）

栄
養
教
室

離乳食 16日㈫ 離乳食について 14日㈫ 離乳食について
受付 9:45～10:00
（予約制）

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談   9:30 ～ 11:00

乳がん検診

15日㈪
22日㈪
25日㈭
26日㈮

事前に
申し込みをされた方

  9:00 ～ 10:00
13:30 ～ 14:30

予
防
接
種

ポリオ
1日㈪
2日㈫
4日㈭

（通知対象）平成21年7月1日か
ら平成22年6月30日生まれ
（対象）平成21年6月30日以前
に生まれた方　7歳6か月未満で
2回接種していない方

13:00 ～ 14:30

献　　　血

13日㈯ ミレニアシティ  オークワ 11日㈯ ミレニアシティ  オークワ 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

一般献血（16～69歳）
65歳以上の方は、60～64歳の
ときに1回でも経験のある方

14日㈫ プライスカット岩出北店
26日㈮ エバグリーン 岩出中迫店

24日㈮ 那賀総合庁舎
27日㈯ 根来寺（かくばん祭り） 30日㈭ ミレニアシティ  オークワ

保健事業予定表保健事業予定表
（平成22年 11月、平成22年12月）

保健推進だより

月 日 曜 歯科医院名 住所（診療所） TEL

11　

月

3 水 青木歯科医院 岩出市吉田257-1 61-0889
7 日 田 原 歯 科 紀の川市貴志川町前田86-7 64-1080
14 日 宮本歯科医院 岩出市川尻229-3 69-3993
21 日 山中歯科医院 紀の川市貴志川町神戸784 64-2379
23 火 滝 川 歯 科 岩出市森273 63-0655
28 日 森 歯 科 医 院 紀の川市粉河11-1 73-2220

診療時間は、午前10時～正午までと
　　　　　　午後1時～4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話
が通じないときは消防署（℡61-1791）にお問い合わ
せください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療休日歯科診療

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

子
育
て

問い合わせ先

12
月
22
日
㈬

12
月
21
日
㈫

12
月
16
日
㈭

12
月
14
日
㈫

12
月
9
日
㈭

12
月
の
開
放
日

岩

出

保

育

所

根

来

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

山

崎

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

保
育
所
名

62
―
２
４
０
２

62
―
２
７
０
１

62
―
２
８
１
４

62
―
２
８
４
４

62
―
０
７
３
２

電
話
番
号

び
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
相
談
で
き
る
人
が
い

な
い
、
ま
た
子
育
て
に
自
信
が
な

い
等
悩
み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す

る
支
援
と
し
て
、
就
学
前
の
在
宅

幼
児
を
対
象
に
各
保
育
所
に
お
い

て
、
毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の

月
1
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11

時
30
分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊◦午前10時

　　受付・自由遊び・片付け

◦午前10時10分～10時50分
　　点呼・手遊び
　　テーマ遊び
　　（その月によってかわります）

◦午前10時50分～11時5分
　　休憩・自由遊び・片付け

◦午前11時10分～11時25分
　　おやつ・絵本・紙芝居を見る

「保育所にあそびにきませんか！」 保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

　

岩
出
市
に
住
ん
で
い
る
お
母
さ

ん
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

【
今
月
の
紹
介
サ
ー
ク
ル
】

○
ふ
た
ご
ち
ゃ
ん

　

双
子
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
な
ら
で

は
の
育
児
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
、

嬉
し
さ
な
ど
を
、
お
し
ゃ
べ
り
し

ま
せ
ん
か
！　
　
　
　
　
　
　
　

○
日
時

　

第
２
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

○
場
所

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
３
Ｆ
小
ホ
ー
ル
ふ
ぁ
ん

ふ
ぁ
ん
ル
ー
ム
内
）

○
対
象

　

就
園
前
ま
で
の
ふ
た
ご
ち
ゃ
ん

◯
問
い
合
わ
せ
先

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　

℡
62

３
３
６
２

◯
他
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
つ
い

て
は
、
岩
出
市
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
紹
介

医療法人 彌栄会

☎62-7777

中迫139
（那賀消防署東隣）

☎61-1551

中迫380
（那賀消防署奥）

●地域在宅総合ケアセンター
●やよい苑デイケアセンター
●訪問看護ステーションやよい
●岩出中央在宅介護支援センター
●やよいケアステーション(訪問介護）

やよいメディカルクリニック 介護老人保健施設 やよい苑
整形外科・リハビリテーション科・内科・糖尿病内科 （居宅介護支援事業所）
理事長　黒 山 哲 彌
日本整形外科学会認定　整形外科専門医
日本東洋医学会認定　　漢方専門医

院　長　坂 頭 節 哉
日本糖尿病学会認定　糖尿病専門医
日本内科学会認定　　総合内科専門医

詳しくはホームページをご覧下さい　http://www.yaeikai.com

j-camera
長方形
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暮らしの情報

幼
児
の
応
急
手
当
講
習
会

　

幼
児
の
か
け
が
え
の
な
い
生
命

を
守
る
た
め
、
日
頃
起
こ
り
や
す

い
事
故
や
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い

て
、
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

○
日
時

　

平
成
22
年
11
月
25
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

○
場
所

　

那
賀
消
防
組
合
防
災
セ
ン
タ
ー

○
対
象

　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

15
組

※
希
望
の
方
は
11
月
４
日
㈭
〜
11

月
20
日
㈯
ま
で
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◯
申
込
先

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　

℡
62

３
３
６
２

◎
成
人
講
座

•
行
政
講
座

○
人
権
講
座

「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
」

講
師
＝
市
長
公
室
長　

　
　
　
　
　
　
　

湯
川　

佳
彦

○
健
康
講
座

「
岩
出
市
の
各
種
が
ん
検
診
に
つ

い
て
」

講
師
＝
保
健
推
進
課　

保
健
師

　
　
　
　
　
　
　

梅
田　

祐
希

◯
日
時　

11
月
20
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

◯
場
所

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
座
に
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
も

傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
事
前
連
絡
不
要
）

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

①
第
３
回
ワ
ー
ド
（
初
級
）
教
室

②
第
２
回
ワ
ー
ド
（
中
級
）
教
室

◯
内
容

　

①
ワ
ー
ド
で
の
文
書
作
成

　

②
は
が
き
や
チ
ラ
シ
作
成

◯
テ
キ
ス
ト
代

　

①
８
０
０
円

　

②
６
０
０
円

◯
日
程

①
11
月
21
日
・
12
月
５
日
・
12

日
・
19
日
㈰　

午
前
10
時
〜

正
午

②
11
月
21
日
・
12
月
５
日
・
12

日
・
19
日
㈰　

午
後
１
時
〜

午
後
３
時

◯
応
募
資
格

　

岩
出
市
民
の
方
（
学
生
不
可
）

◯
定
員　

①
②
各
24
名

◯
場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

◯
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
①
ま
た
は
②
を

選
択
し
て
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

岩
出
市
西
野
２
０
９　

岩
出
市

役
所
生
涯
学
習
課
公
民
館
係
ま

で
11
月
10
日
㈬
必
着
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
４
）

平
成
22
年
度

秋
季
企
画
展

　
　

｢

根
来
寺
と
能
面｣

　

〜
紀
州
徳
川
家
寄
進
の
能
面
〜

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館
で
は
、
市

民
の
方
々
に
郷
土
の
歴
史
・
文
化

に
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
秋
季
企
画
展

を
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

秋
季
企
画
展

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

○
期
間

平
成
22
年
11
月
３
日
㈬
〜
11
月

28
日
㈰
但
し
、休
館
日
は
９
日
、

16
日
、
24
日

○
内
容

紀
州
徳
川
家
ゆ
か
り
の
能
面
・

能
面
に
関
す
る
資
料
な
ど
展
示

記
念
講
演

○
日
時　

平
成
22
年
11
月
13
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

２
階　

大
会
議
室

○
演
題

｢

紀
伊
徳
川
家
と
能｣

〜
根
来

寺
能
面
の
歴
史
的
位
置
〜

○
講
師

　

和
歌
山
県
立
博
物
館

　

学
芸
員　

大
河
内　

智
之
氏　

○
主
催　

岩
出
市
教
育
委
員
会

○
特
別
協
力

　

新
義
真
言
宗
総
本
山　

根
来
寺

○
入
場
料　

無
料

※
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

ま
で
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

℡
63

１
４
９
９

第
３
回

岩
出
市
男
女
共
同
参
画
推

進
講
座
（
り
ぃ
ぶ
る
市
町
村

フ
ォ
ロ
ー
事
業
）

災
害
が
起
こ
っ
た
ら
？

〜
体
験
談
か
ら
学
ぶ
、

　
　
　

避
難
所
が
抱
え
る
問
題
〜

　

近
い
将
来
高
い
確
率
で
発
生
す

る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南

海
地
震
や
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
ら
？
阪
神
淡
路
大
震
災
の
体
験

談
を
聞
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
で
き

る
防
災
や
災
害
復
興
に
つ
い
て
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

○
日
時

平
成
22
年
11
月
24
日
㈬
午
後
１

時
30
分
か
ら
（
午
後
１
時
か
ら

受
付
）

○
場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

　
　
　
　

１
階
大
会
議
室

○
対
象
者

18
歳
以
上
の
岩
出
市
民
ま
た
は

岩
出
市
在
勤
の
方

○
定
員　

50
名

○
講
師

正
井
礼
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
・
こ
う
べ

代
表
理
事
）

○
一
時
保
育

満
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す

（
事
前
申
し
込
み
11
月
12
日
㈮

ま
で
）

参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す

○
申
込
方
法

①
氏
名
・
年
齢
②
住
所
③
電
話

番
号
④
一
時
保
育
の
有
無
を
、

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
11
月
15
日
㈪
締
切
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
男
女
共
同
参
画
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
８
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　

63

５
２
２
９

e-m
ail　

koushitsu@
city.

iw
ade.lg.jp

生
涯
学
習

講　

座
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日
曜
消
防
講
座

　
　
　
　
（
受
講
料
無
料
）

　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
に
那

賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー
で
防

災
や
救
急
救
命
に
関
す
る
講
座
を

行
い
ま
す
。

○
普
通
救
命
講
座

　
（
中
学
生
以
上
対
象
）

11
月
21
日
・
12
月
19
日
・
１
月

16
日
・
２
月
20
日
・
３
月
20
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

○
幼
児
の
応
急
手
当
講
座

　
（
一
般
対
象
）

11
月
７
日
・
12
月
５
日
・
３
月

６
日

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
お
こ
の
み
講
座

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
の
午

後
に
、
受
講
者
の
要
望
に
応
じ

て
、
防
災
体
験
学
習
を
行
い
ま

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

　

℡
61

７
２
５
９

行
政
相
談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

行
政
機
関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
等

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
）

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
日
時

　

11
月
17
日
㈬

　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所

　

上
岩
出
地
区
公
民
館

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
９
）

消
費
生
活
相
談

○
内
容

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、

借
金
問
題
な
ど
の
消
費
者
問
題
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日
時

　

11
月
９
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
４
時

○
開
設
場
所

　

市
役
所
２
階
第
４
会
議
室

○
相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
わ
か
や
ま
暮
ら

し
ふ
ぁ
い
ど
」
相
談
員

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
４
）

人
権
相
談

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ
め
、

い
や
が
ら
せ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵

害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

人
権
に
結
び
つ
く
と
考
え
ら
れ

る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
や
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど

を
助
言
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

11
月
9
日
㈫

　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係　

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
か
か

わ
る
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
、

法
務
局
職
員
ま
た
は
、
人
権
擁
護

委
員
が
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
い

た
し
ま
す
。

○
期
間

　

11
月
15
日
㈪
か
ら
21
日
㈰

○
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

（
但
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

℡
０
５
７
０

０
７
０

８
１
０

　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

皮
膚
ガ
ン
無
料
相
談

○
日
時　

平
成
22
年
11
月
20
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

○
場
所

　

和
歌
山
市
民
会
館

　
　
　
　
　

１
階　

市
民
ホ
ー
ル

○
内
容

①
特
別
講
演

　
（
午
後
１
時
〜
２
時
）

『
黒
い
皮
膚
の
で
き
も
の
：
ほ

く
ろ
の
ガ
ン
を
中
心
と
し
て
』

　

関
西
医
科
大
学
皮
膚
科
学
教
室

　

准
教
授　

是
枝
哲
先
生

②
皮
膚
ガ
ン
無
料
相
談

　
（
午
後
２
時
〜
４
時
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学

　

皮
膚
科
学
教
室

　

℡
０
７
３

４
４
１

０
６
６
１

平
成
22
年
度

岩
出
市
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す

○
主
催

　

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

○
開
催
日
時

　

11
月
14
日
㈰　

午
前
9
時
30
分

○
会
場　

岩
出
市
立
体
育
館

○
種
目

　

9
人
制
の
部
（
男
女
混
成
）

　

6
人
制
の
部
（
男
子
、
女
子
）

※
6
人
制
の
男
子
に
女
子
も
出
場
可

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
に
在
住
、
勤
務
し
て

い
る
小
学
生
以
上
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
。
た
だ
し
、
小
学
生

は
ジ
ュ
ニ
ア
部
員
に
限
る
。ま
た
、

事
業
所
は
事
業
所
単
位
と
す
る
。

○
参
加
料

　

１
，
５
０
０
円
（
１
チ
ー
ム
）

○
申
込
先

　

岩
出
市
荊
本
63

2

　

総
合
体
育
館
内

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

○
申
込
期
日　

11
月
７
日
㈰

○
問
い
合
わ
せ
先

•
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

事
務
局　

原
田

　

℡
61

３
２
４
８

•
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　

℡
62

０
３
７
０

相　

談

ス
ポ
ー
ツ
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平
成
22
年
度
高
等
工
科
学

校
生
徒
募
集
案
内

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
平

成
22
年
度
高
等
工
科
学
校

生
徒
の
募
集
を
行
い
ま
す

高
等
工
科
学
校
生
徒

○
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
含
）
15
歳
以
上
17

歳
未
満
の
男
子

○
受
付
期
間

平
成
22
年
11
月
１
日
〜
平
成
23

年
１
月
７
日

○
試
験
日

　

１
次
試
験　

１
月
22
日
㈯

○
合
格
発
表

　

１
次
試
験　

２
月
１
日
㈫

（
合
格
者
に
は
、
２
次
試
験
の

案
内
を
い
た
し
ま
す
。）

○
採
用
時
期

　

平
成
23
年
４
月
上
旬

○
推
薦
採
用
試
験

受
付
期
間　

平
成
23
年
１
月
４

日
〜
平
成
23
年
１
月
６
日

募
集
説
明
会

平
成
22
年
11
月
14
日
㈰
午
後
１

時
か
ら
午
後
３
時
の
間

　

随
時
受
付
（
予
約
不
要
）

◯
場
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
あ

い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
３
階
Ｄ
会

議
室

◯
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

和
歌
山
募
集
案
内
所

　

℡
０
７
３

４
３
２

４
４
７
９

第
44
回

全
関
西
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　

選
手
権
大
会

○
日
時

　

平
成
22
年
９
月
５
日
㈰

○
場
所

　

兵
庫
県
滝
野
総
合
公
園

　
　
　
　
　
　
　

多
目
的
広
場

○
結
果

女
子
の
部

　

３
位　

三
垣　

日
登
美

〔
岩
出
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

協
会
所
属
〕

第
28
回

和
歌
山
県
小
・
中
学
生

　
　
　
　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時

　

平
成
22
年
8
月
22
日
㈰

○
場
所

　

県
立
橋
本
体
育
館

○
結
果

▽
中
学
生
男
子
の
部

　

シ
ン
グ
ル

　

優
勝　

福
岡
祥
平

　

ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

福
岡
祥
平
・
藤
川
海
世

▽
中
学
生
女
子
の
部

　

シ
ン
グ
ル

　

２
位　

玉
井
沙
也
加

　

３
位　

山
本
幸
歩

　

ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

玉
井
沙
也
加

　
　
　
　
　
　
　
　

・
茶
谷
彩
有

　

３
位　

角
奈
津
美
・
川
嶋
咲
稀

▽
小
学
生
５
・
６
年
生
男
子
の
部

　

ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

角
直
弥
・
宮
本
翔
央

▽
小
学
生
５
・
６
年
生
女
子
の
部

　

ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

長
田
実
咲
・
川
嶋
友
維

▽
小
学
生
３
・
４
年
生
女
子
の
部

　

ダ
ブ
ル
ス

　

３
位　

杉
山
明
日
香

　
　
　
　
　
　
　
　

・
川
嶋
春
那

〔
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
〕

第
30
回

少
林
寺
拳
法
那
賀
地
方

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
大
会

○
日
時

　

平
成
22
年
９
月
12
日
㈰

○
場
所

　

紀
の
川
市
粉
河
体
育
館

○
結
果

▽
総
合
成
績

小
学
低
学
年
の
部

　

２
位　

岩
出
市
少
林
寺
拳
法

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

小
学
高
学
年
の
部

　

３
位　

岩
出
市
少
林
寺
拳
法

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年　

中
学
生
の
部

　

優
勝　

岩
出
市
少
林
寺
拳
法

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▽
組
演
武

小
学
４
年
の
部

　

２
位　

小
倉
実
浪
・
積
田
恵
那

小
学
６
年
の
部

　

３
位　

高
橋
優
登
・
坂
本
晃
也

中
学
生
の
部

　

優
勝　

竹
中
隼
也
・
永
原
雅
也

▽
単
独
演
武

小
学
１
年
の
部

　

２
位　

橋
本
颯
太

　

３
位　

西
田
き
ら
り

小
学
３
年
の
部

　

優
勝　

山
崎
陽
生　

小
学
４
年
の
部

　

優
勝　

田
中
雄
人

　

３
位　

橋
本
硬
太

小
学
６
年
の
部

　

２
位　

高
橋
優
登

中
学
生
の
部

　

優
勝　

永
原
雅
也

〔
岩
出
市
少
林
寺
拳
法

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
〕

第
10
回
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　

ゴ
ル
フ
市
民
交
流
大
会

○
日
時

　

平
成
22
年
９
月
９
日
㈭

○
場
所

　

若
も
の
広
場

○
男
子
の
部

　

１
位　

楠
根
由
喜
男

　

２
位　

大
野　

三
男

　

３
位　

吉
田　

巽

○
女
子
の
部

１
位　

稲
田
智
恵

２
位　

宮
村
静
子

３
位　

楠
根
ツ
ヤ
子

　
〔
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
協
会
主
催
〕

募　

集

大
会
結
果



24　2010.11　広報いわで

料理名 さつま芋と小豆のおこわ
【材料】（５～６人分）
もち米‥‥‥ ５合（700g）
さつま芋‥‥‥‥‥ 300g
小豆‥‥‥‥ １合（130g）
塩‥‥‥‥ 大さじ１／２
黒ごま‥‥‥‥‥‥ 少々

【作り方】
①　小豆は、前日にゆでておく。
②　もち米も前日に洗い、①の小豆のゆで汁を加え
た水に浸けておく。

③　さつま芋は皮をむき、２cmのサイコロに切り、
水に浸けてアクをぬいておく。

④　蒸し器に敷き布をしき、水を切ったもち米とさ
つま芋を混ぜて入れ、強火にかけ、蒸気が上がっ
てから20分間蒸す。

⑤　④をいったん火から下ろして、塩と①の小豆を混
ぜ、もう一度蒸し器にかけ、５分くらい（小豆に
十分火が通るまで）蒸す。

⑥　おこわが蒸し上がったら火から下ろして、ボウル
等に移し、手早くあら熱をとる。

⑦　器に盛って、いり黒ごまをふる。
※おにぎりにしても良い。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

岩出市生活研究グループ協議会

岩
出
市

　

成
人
式
の
日
程

○
開
催
日
時

　

平
成
23
年
１
月
10
日
㈷

　

午
前
９
時
30
分
受
付

　

午
前
10
時
開
式

○
対
象
者

平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

○
内
容

　

式
典

　

記
念
撮
影

　

記
念
イ
ベ
ン
ト

○
開
催
場
所

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

○
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
２
８
２
・
２
９
４
）

　

こ
の
度
、
遺
族
の
方
が
年
金
と

し
て
受
給
す
る
生
命
保
険
金
の
う

ち
、
相
続
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

た
部
分
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の

課
税
対
象
に
な
ら
な
い
と
す
る
最

高
裁
判
所
の
判
決
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
年
金

に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い
を
改
め

る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

成
17
年
分
か
ら
平
成
21
年
分
ま
で

の
各
年
分
に
つ
い
て
所
得
税
が
納

め
す
ぎ
と
な
っ
て
い
る
方
に
つ
き

ま
し
て
は
、
そ
の
納
め
す
ぎ
と

な
っ
て
い
る
所
得
税
が
還
付
と
な

り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

必
要
な
お
手
続
き
（
更
正
の
請
求

又
は
確
定
申
告
な
ど
）
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
取
扱
い
の
変
更
の
対
象
と

な
る
方
や
所
得
税
の
還
付
の
お
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
【w

w
w
.nta.

go.jp

】
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
分
に
つ
い
て
、
早
い

方
は
平
成
22
年
12
月
末
が
還
付

で
き
る
期
限
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
目
の
お
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
受
け
取
ら
れ
た
年
金
の
受
給
権

が
相
続
税
や
贈
与
税
の
課
税
対

象
と
な
る
場
合
は
、
実
際
に
相

続
税
や
贈
与
税
の
納
税
額
が
生

じ
な
か
っ
た
方
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

粉
河
税
務
署

　

℡
０
７
３
６

73

３
３
０
１
㈹

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
保
険
契

約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
の

税
務
上
の
取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
〜



25 広報いわで　2010.11

差
別
を
な
く
す

人
権
作
文
入
選
作
品
8/8
回

佳　作
カ
ッ
コ
イ
イ
女
性

岩
出
中
学
校　

１
年　

南み
な
み　

　

亜あ

き紀　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）　

　

み
な
さ
ん
は
、
人
権
を
守
っ
て

い
ま
す
か
？

　

私
は
、
こ
の
前
家
族
で
京
都
に

行
き
ま
し
た
。
車
で
行
か
な
か
っ

た
の
で
、電
車
を
使
用
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
早
く
す
わ
り
た
い
と

ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
立
っ

て
い
る
と
足
が
痛
く
な
り
、
す
ぐ

つ
か
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

や
っ
と
電
車
が
来
て
、
私
は
早
く

乗
り
ま
し
た
。
私
は
、「
よ
か
っ

た
ー
。」と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

電
車
が
動
き
ま
し
た
。
私
は
、
少

し
だ
け
周
り
を
見
わ
た
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
私
の
前
に
つ
え
を

つ
い
た
お
じ
さ
ん
が
立
っ
て
い
た

の
で
す
。
私
は
、
席
を
ゆ
ず
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と

を
す
る
と
み
ん
な
が
私
を
見
て
、

家
族
に
も
何
や
っ
て
ん
の
？
み
た

い
な
視
線
で
見
ら
れ
る
の
が
イ
ヤ

だ
っ
た
か
ら
、
怖
か
っ
た
か
ら
私

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
少
し
時
間
が
た
っ

て
、
次
の
駅
に
止
ま
ろ
う
と
し
た

と
き
若
い
女
の
人
が
席
を
立
っ

て
、
つ
え
を
つ
い
て
い
る
お
じ
さ

ん
に
、「
席
あ
い
た
の
で
ど
う

ぞ
。」
っ
て
言
い
ま
し
た
。
私
は
、

そ
の
女
の
人
の
こ
と
が
す
ご
く

カ
ッ
コ
イ
イ
な
あ―

と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
お
じ
さ
ん
も
ニ
ッ
コ
リ

し
て
、「
あ
り
が
と
う
、
あ
り
が

と
う
。」と
何
回
も
言
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
、
そ
の
二
人
を
じ
っ
と

見
て
い
た
自
分
が
は
ず
か
し
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
私
の
方
が
先
に

気
づ
い
て
い
た
の
に
、
も
っ
と
早

く
席
を
ゆ
ず
れ
て
い
た
ら
お
じ
さ

ん
は
、
少
し
で
も
楽
だ
っ
た
の
に

な
あ―

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

こ
の
二
人
を
見
て
い
る
と
す
ご
く

す
て
き
だ
な
あ―

と
思
い
ま
し

た
。
私
も
こ
の
女
の
人
の
よ
う
に

カ
ッ
コ
イ
イ
女
性
に
な
り
た
い
な

あ―

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
少
し
時
間
が
た
っ

て
、
私
た
ち
も
電
車
を
お
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
バ
ス
に
乗
り
ま
し

た
。
バ
ス
に
乗
る
人
が
た
く
さ
ん

い
て
、
外
国
人
の
人
も
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
私
と
お
姉
ち
ゃ
ん
二

人
で
乗
っ
て
、
そ
の
後
ろ
に
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
乗
り
ま
し

た
。
私
と
お
姉
ち
ゃ
ん
が
乗
っ
て

い
る
と
な
り
の
席
に
外
国
人
の
男

の
人
が
乗
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
し

て
、
バ
ス
が
進
み
、
止
ま
り
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
い
っ
せ
い

に
お
り
ま
し
た
。
私
も
早
く
お
り

よ
う
と
思
い
、行
こ
う
と
し
た
ら
、

お
姉
ち
ゃ
ん
に
服
を
つ
か
ま
れ
ま

し
た
。
私
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
顔

を
見
ま
し
た
。す
る
と
、お
姉
ち
ゃ

ん
が
ど
っ
か
向
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
方
向
を
見
る
と
、
あ
の
外
国

人
の
人
が
に
っ
こ
り
笑
っ
て
、「
ど

う
ぞ
。」
っ
て
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
は
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
人
み
た
い
に
気
づ

か
い
の
出
来
る
優
し
い
人
に
な
り

た
い
な
あ―

と
思
い
ま
し
た
。

　

落
書
き
は
さ
れ
た
人
ば
か
り
で

な
く
、
そ
れ
を
見
る
人
の
気
持
ち

も
不
快
に
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
は
絶
対
に
行

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

落
書
き
を
発
見
し
た
ら
…

　

差
別
落
書
き
は
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
い
る
と
、
見
た
人
に
差
別

意
識
を
新
た
に
植
え
つ
け
た
り
、

差
別
意
識
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
差
別
落
書
き
を
発
見
し

た
ら
、
左
記
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

落
書
き
を
防
ぐ
た
め
に
…

○
み
ん
な
が
使
う
施
設
は
清
掃
、

美
化
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、

落
書
き
し
に
く
い
環
境
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

○
人
権
に
関
わ
る
学
習
に
取
り
組

み
差
別
を
許
さ
な
い
人
と
人
と

の
絆
の
輪
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

○
人
を
差
別
し
た
り
、
ひ
ぼ
う
・

中
傷
す
る
落
書
き
は
重
大
な
人

権
侵
害
で
す
。
落
書
き
の
な
い

明
る
い
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

第
28
回

「
人
権
の
花
運
動
」
の

　
　

審
査
結
果
に
つ
い
て

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
と
和
歌
山

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

県
内
の
小
学
校
を
対
象
に
毎
年

「
人
権
の
花
運
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
県
内
95
校
か
ら
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市
内
で

の
入
賞
校
が
次
の
と
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

優
秀
賞　

山
崎
小
学
校

奨
励
賞　

山
崎
北
小
学
校

　
　
　
　

根
来
小
学
校

　
　
　
　

中
央
小
学
校

　
　
　
　

上
岩
出
小
学
校

▶
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
山
崎
小
学

校
の
皆
さ
ん

 

落
書
き
は

　
　

 

犯
罪
で
す
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岩出警察署からのお知らせ
岩出警察署　℡63-0110

路上駐車・迷惑駐車はやめましょう！
　駐車（停車）禁止場所に駐車することや、路上を車
庫代わりに駐車することは違反です。
　駐車（停車）禁止の標識がなくても
●交差点と交差点の側端から５メートル以内
●横断歩道と横断歩道と前後５メートル以内
●消火栓から５メートル以内
●車の出入り口（個人の車庫や駐車場も）から３メー
トル以内
●駐車車両の右側余地が３．５メートル以上ない場合
など法律で駐車（停車）が禁じられている場所もたく
さんあります。（上記は一例です。）
　短時間でも、違反場所でなくても道路上に駐車する
と、迷惑する方がいます。
※緊急車両の通行にも支障が出ます。
　交通法規を守り、快適な交通環境を作りましょう。
　思いやりの心を忘れずに！  

和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔
住
所
〕
６
４
９

６
２
１
１　

岩
出
市
東
坂
本
６
７
２
〔
電
話
〕
６
２

４
０
２
９
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
６
３

２
５
７
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】
和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー

【花と緑の教室】・・・時間：午後１時３０分～午後４時迄
１１月８日（月）と１５日（月）「秋の原色押花の作り方」※８日は花の押し方、１５日は作品の仕上げ
※参加条件：両日とも参加出来る方　　※入園料必要　　※現在、参加申し込み受付中！（定員３２名）
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【気軽に ちょこっと ほんまもん 体験】・・・時間：午後１時３０分～午後３時迄
１１月１４日（日）　「テーマ：寒らんの栽培」　※入園料と材料費（1,500円程度迄）必要
※現在、参加申込みを受付中！（定員２０名）
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【花・木等の作品の展示会】・・・午前９時～午後５時迄（※最終日は午後４時３０分迄）
１１月　６日（土）～　７日（日）　「秋の山草展」　※一部即売あり
１１月　６日（土）～　８日（月）　「第５６回盆栽展」　※一部即売あり
１１月　６日（土）～２３日（火）　「水彩画教室展」　※花の水彩画教室参加者の作品展示
１１月１３日（土）～１４日（日）　「第４３回寒らん展」　※一部即売あり
１１月２０日（土）～２１日（日）　「古典植物展」　※一部即売あり
１１月２０日（土）～２８日（日）　「秋の原色押花教室展」　※秋の原色押花教室参加者の作品展示
１１月２７日（土）～２８日（日）　「野生ラン展」　・　「寒らん遅咲き展」　※一部即売あり
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【ブルースカイ・フェスティバルの開催】・・・期間：10月９日（土）～11月７日（日）迄
１１月　３日（水：祝）どんぐり細工体験　※参加料無料  
　　　　　　　　　　　ネイチャーゲーム体験　※参加料無料  
　　　　　　　　　　　草木染め体験　※参加料無料　※材料費は自己負担
※詳細等は事務所へお問い合わせ下さい
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【花と緑の相談コーナー開設】（花木の剪定、栽培管理、病害虫の診断・防除等の相談・指導）
１１月６日、１３日、２０日、２７日の毎週土曜日　　時間：午後１時～午後４時３０分迄
※電話による相談や直接花木を持参しての相談などに対して指導や助言を行います。

11月の休園日 ２日（火）、９日（火）、１６日（火）、２４日（水）、３０日（火）
※２３日（火）は祝日の為開園し、翌日の２４日（水）を振替休園日とします。

　昨年、日本中で感染が拡大した新型インフルエンザを
はじめ、他の感染症や今後心配される新型ウイルス・細
菌等の感染防止対策としてオゾン滅菌装置一式を中消
防署・東消防署・南消防署、それぞれ３消防署に設置し
ました。
　これらの機器の導入により、あらゆる感染症に対して
も薬剤の使い分けをすることなく短時間で救急車内等の
滅菌が可能となり、傷病者・救急隊員の感染を未然に
防ぎ、次の出動準備を迅速に行えるようになりました。

オゾン水装置

オゾンガス濃度計

オゾンガス装置

那賀消防組合が感染予防対策機器
（オゾン滅菌装置一式）３器を導入しました



たのしいおはなしをたくさんのせて、
おはなし隊がやってきまーす。

「本とあそぼう全国訪問おはなし隊」がやってくる！

主  催：岩出市立岩出図書館／協  力：講談社「本とあそぼう全国訪問おはなし隊」

絵本をたくさんつんだキャラバンカーが、やってきます。
おはなしをきいたり、えほんをみたり、たのしいことがいっぱい！みんなきてね。

と　き 11月23日㈷　午前10時～午前11時10分
ところ 岩出図書館

場 所 岩出図書館  おはなし室

7日•14日
「おはなしドロップス

」 21日•28日
「おはなしのとびら」

おはなし会

午後 1時30分～

11月の
毎週日曜日に

、

　　おはなし
会開催!!

　「子育て支援コーナー」は、現在子育て中の方やこれから子育てをされる
方のために、子育て関連の図書を約1,000冊集めました。妊娠、出産、食事、
病気、遊び、しつけ、手芸など、また父親向け・祖父母向けの育児書まで幅
広いジャンルの図書をそろえています。このコーナーの図書も貸出を行って
おり、予約も可能です。本館・分館・分室への配送サービスもできますので、
どうぞご活用ください。
　また、子育て関連情報が掲載されているパンフレットやチラシなども設置
していますので、ご自由にお持ち帰りください。

子育て支援コーナーを開設しました
総合保健福祉センター図書室に

2010・第64回　読書週間標語
気がつけば、もう降りる駅。

読書週間イベントのお知らせ
ハロー・ディア・エネミー！80作品展

複製画展　11月9日㈫まで開催

11月10日㈬まで開催（午前10時～午後5時）

※紙芝居の実演を随時行います。
おすすめ紙芝居の展示も同時開催！

～平和と寛容の国際絵本展～

参加無料

27 広報いわで　2010.11

本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館（根来1472番地の1）
TEL 62-7222　FAX 62-7150

印は休館日です。☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

11月のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　  開館時間：岩出図書館　午前10時～午後7時
　　　　　　　  岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時 30分図書館へ行こう！ 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。



ぜひ一度
　　お越しくだ

さい。

根来公園墓地

11/14
㊐   現地見学会
お申込み受付け

市内小学生の絵画展同時開催
日　時 平成22年11月14日㈰

午前9時から午後4時
場　所 岩出市根来  根来公園墓地（緑花センター西隣）

詳　細 公園墓地現地見学会・使用申し込み受け付け
お申込みを検討されている方は認めの印鑑と身分証明書を持ってお越しください。
お申し込みには住民票（記載事項に省略のないもの）が必要ですが、委任状をいた
だければ当方で代理申請いたします。（手数料200円をお預かりします。）
ご使用申し込みにあたっては、岩出市または紀の川市に１年以上継続して住所また
は本籍をおいている方に限ります。

小学生の絵画展示
市内小学校の協力を得て、トンネル内とあずまや棟に絵画を掲示します。

問い合わせ先　岩出市役所 都市計画課  ℡ 62-2141（内線223）
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市の人口と世帯（平成22年9月末日現在）　総人口52,927人　男25,609人　女27,318人　世帯数20,581


